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〈ラピスウェディング〉

　エスクリ（東京都港区）
は、4 月23日、台湾現地法人

「ESCRIT Taiwan」を設立、
合わせて初の海外直営サロ
ン「Bright Day Wedding」
を台北市内にオープンし
た。今回の台湾サロン開設
により、インバウンドウエ
ディングニーズの獲得を積
極的に進めていく。
　同社のアジア圏のインバ
ウンドW対応の背景には、
昨今の訪日外国人の急増、
国内結婚式ニーズの縮小予
測と共に、沖縄など国内リ
ゾートにおけるインバウン
ドWの増加がある。
　沖縄県の状況を見てみる
と（3月22日沖縄県が発表し
た「平成29年沖縄リゾート
ウエディング統計調査結果

〈年間〉」）、海外からの受注
組数は2066組で、対前年比
110.7%。初めて2000組を突
破した。内訳は、挙式が
79%。フォトウエディング
が21%。香港からの来日が
最多で1218組。次いで台湾

596組、中国164組、韓国49
組で重点を置くアジア４都
市全てで、前年から数値を
伸ばしている。
　沖縄では確実にインバウ
ンドWの受注が成果として
表れており、さらにその他
の日本の国内リゾート地
域、北海道や軽井沢、京都
などにおいても、徐々に実
績が出てきている。訪日外
国人の更なる増加が確実視
されることから、インバウ
ンドWニーズも高まること
は十分に予想され、この対
応のために台湾法人とサロ
ンのオープンに至った。
　同社は、台湾を皮切りに
今後は中国、韓国への進出
も当然視野に入れている。
集客を高めるためにも、各
国の旅行会社や衣装会社と
のネットワーク化も進めて
いく方針だ。さらに現在は
自社店舗も含めて約50会場
をサロンで紹介している
が、この数も順次拡大する
ことを目指している。
　リゾート以外の結婚式場
でも、インバウンドW獲得
の可能性は高まっている。
台湾や香港からの送客をし
ているラピスウェディング

（東京都品川区）の代表取締
役・呉昭誼氏は、「訪日する
リピーターが増えているこ
とは、日本で結婚式をした

いというニ
ーズも高ま
っ て く る。
受け入れる
会場が増え
る こ と で、
魅力的な選
択肢となる
はず。」と期
待する。
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インバウンドウエディングの可能性
　日本政府は、2020年に訪日外国人旅行者数4000万人の目標を掲げている。2018年も
3000万人を超えることが確実とされる中、ブライダル業界においてももはや見過ごせな
いターゲットになってきている。いち早くインバウンドウエディング獲得の取り組みを進
めてきた沖縄県では、海外からの婚礼顧客が毎年順調に伸びており、昨年はアジア圏を中
心に初めて2000組を超えるなど着実に成果も出ている。未婚少子化で減少傾向にある国
内婚礼需要を補完する意味でも、今後インバウンドをいかに取り込んでいけるかがカギと
なっている。今号では可能性が高まっているインバウンドウエディングの現状と共に、さ
らなる獲得のために必要なポイントを検証していく。
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挙式を希望しながら会食は他の店に

海外顧客との契約の注意点�〈ＢＲＩＧＨＴ〉
　海外顧客との取引につい
て、「約束の日に来日してくれ
ない」「突然音信不通になっ
た」などのトラブルの声をよ
く耳にします。海外取引にお
いてはたとえば「前払い」を
徹底するなどしてリスク管理
が必要でしょう。契約書につ
いても、準拠法が日本法であ
ること、管轄裁判所を日本の
裁判所に指定することなどは
安心して取引をする上ではマ

ストだと思います。また「外
国語版はあくまで参考であ
り、ニュアンスの違いなどあ
れば日本語版の契約書を正と
する」ということも明記して
おくべきでしょう。
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　2010年に台湾現地でアウト
バウンドウエディングの会社
として創業。昨年日本法人を
立ち上げたラピスウェディン
グ（東京都品川区）。人気の
沖縄ではなく、その他の地域
へのインバウンドW送客で、
年間50組を取り扱っている。
　日本法人設立により、海外
顧客が来日後もサポートでき
るという強みを活かし、平均
人数も40名前後に達する。
　「最近人気があるのは、ガ
ラス張りの独立型チャペル。
そもそも台湾には、素敵な景
色を望める独立型チャペル自
体が珍しいですから。ロケー
ションはオーシャンビューに
限らず、自然が見えるところ
が選ばれる傾向です。北海道
や軽井沢であれば、雪が見ら
れる季節、桜、紅葉シーズン
も好まれています。」（代表取
締役・呉昭誼氏）
　以前は新郎新婦 2 名だけで
の希望も多かったというが、
最近は人数も増えている。ま
た、その顧客のほとんどが来
日経験のある人達だ。
　顧客ニーズとして、まずは
チャペルでの挙式を希望して
くる。挙式料の予算としては、
平均30～40万円。その後の会

食については、会場でそのま
ま対応する場合と、他の店に
移動するケースで分かれる。
呉氏はせっかくのチャンスで
あり、非常にもったいないポ
イントだと語る。
　「平均予算は台湾で8000円
～ 1 万円、香港は 1 万円～ 1
万5000円。中国はそれ以上も
珍しくはない。そのまま式場
で会食をしない理由として、
料飲以外の会場費（会場費に
対する理解がない）、オプシ
ョンで料金が高くなっていく
などが敬遠され、それならば
他のレストランでと言われて
しまいます。また、ドレスな
ども気に入ったものを持ち込
む希望が強いのですが、ここ
に持ち込み料金が発生する
と、納得できないというカッ
プルは多いわけです。」
　実際にインバウンドWは、
土日ではなく平日でも対応可
能。その点、会場側が日本人
向けの設定ではなく、平日の
インバウンド向け料金を用意
すれば、会食も含めたニーズ
も獲得ができるとしている。
　同社は香港の会社との代理
店契約により、現地からの送
客も強化している。また、中
国の会社との提携も進めてい
る。香港からの日本へのイン
バウンドWのマーケットはす
でに年間1000組以上に達す
る。今後さらに増やしていく
ためにも、受け入れ態勢が求
められてくる。
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業界媒体のSNSとしては屈指の9700フォロワー
ブライダル産業新聞フェイスブックへ！！

●ブライダルのトレンド情報 ●ウエディング関連ニュース
●フォトウエディング作品 ●取材こぼれ話　などなど

ブライダル産業フェア
ご来場ありがとうございました 1日目： 9,676名

来場者数

2日目： 8,737名
Total： 
18,413名

DIYへの提案も

ガラスを活用

クリエイターズに注目

インテリアアイテム

トレンド発見の場

写真のトレンド

和婚ニーズに対応

多様化するロケフォト

テーブルコーディネート

バリウエディング

カメラマンの個性

アイディア発見の場

八王子ホテルニューグランド
料飲サービス宴会・レストラン係
大谷亮介氏

ノンレトリック
ウエディングデザイナー
平井咲智子氏

スタイルマークス
代表取締役 CEO
外山隆浩氏

hows PHOTO STUDIO
MANAGER／
PHOTOGRAPFER
永見容平氏

ベストシーン
Hair & Make upディレクター
固本正美氏

ハイランドリゾート
ブライダルマネージャー／
ブライダル事業推進室課長
山田範幸氏

GARDEN HOTEL 紫雲閣
フロント 婚礼・宴会予約担当　
主任
火石奈奈氏

フォトモ
代表取締役
須沢友裕氏

コペンカレッジ
副理事長／学校長
緒形郁美氏

umidas
ウェディングプランナー
金谷英里氏

ホテル メルパルク 
TOKYO
婚礼営業グループ
担当マネージャー
渡邊和美氏

ドリームエージェント
米子真紀氏

　「会場装花や照明などの新商
品に注目。今後は、流行りのDIY
ウエディングの需要に対して
も、提案できるアイテムを増や
していこうと考えています。」

　「ペーパーアイテムなど手作
りの商品を探しに来ました。今
回の展示では、ガラスの席札の
アイディアが面白く、興味がわ
きました。」

　「提携企業開拓を目指し来場。
クリエイターズスペースなど新
しいコーナーもあり、どういっ
た会社と協業できるかを考える
きっかけになりました。」

　「米子市の写真スタジオでカ
メラマンをやっています。イン
テ リ ア に 興 味 が あ り、 特 に
Rubanの商材は、婚礼にも利用
できそうと感じました。」

　「スタジオでヘアやメイクを
担当しています。フェアで見た
ブライダルのトレンドを同僚と
情報共有し、今後の仕事に活か
していきたいと思います。」

　「自社のウェディングフォト
は富士山を背景にしたものが多
いのですが、フォトコンテスト
では海などでの撮影が見られ勉
強になりました。」

　「婚礼部門の強化を目指し、新
しいアイディアを探しに来まし
た。和婚向けアイテムとして、
鏡開き用の樽酒の新商品が参考
になりました。」

　「ジャパン・ウェディングフォ
ト・グランプリに展示された写
真からは、ロケーション撮影の
際の場所選びなどが参考にな
り、刺激を受けました。」

　「今回は、運営するスクールの
卒業生の作品を見に来場。ウェ
ディングソムリエのブース内の
卒業生のテーブルコーディネー
トは、良い出来栄えでした。」

　「バリのプライベートヴィラ
を使ったFeast Bali Bridal・井
岡奈津子さんのセミナーは、フ
リーランスとして会場選びの面
で参考になりました。」

　「ジャパン・ウェディングフォ
ト・グランプリを見て、カメラ
マンごとのテイストの違いを知
りました。今後はフォト事業に
も注力していきます。」

　「映像や写真を活用した演出
アイテムは印象に残りました。
人気のフォトラウンドに取り入
れられるような、アイディアに
繋げたいと思います。」


